
校訓「自主・協調・明朗」平成 27年 12 月 25日

日新中学校だより
尼崎市立日新中学校長 尾知山光郎

今年も学校を支えていただき、ありがとうございました

保護者の皆様には、お忙しい中、期末（3年は進路決定）三者懇談にご来校いただき、ありがとうございました。

前号で、全学年の福祉体験活動と 2年生の「地域に学ぶトライやる・ウィーク」について触れました。いずれも、本校

がめざす「夢や志をもって、自立をめざし、学び続ける」「思いやりをもって、他者と助け合って生きる」「明るさとたくま

しさをもって、自他を励ます」生徒の育成を図る活動であり、前者は、尼崎市視力障害者福祉協会、点字サークル「ひ

とみ」、ＮＰＯ法人尼崎ろうあ協会、手話サークル・アキニレ、グループもりもりの皆さんに来校していただいて、後者は、

校区内外の 40カ所以上の施設・事業所の方々にお世話になりました。

また、尼崎市報 10月号で生徒会長が本校を紹介した際、「ペットボトルキャップ回収・ユニセフへの寄付運動」に

ついて紹介したところ、匿名の市民の方からペットボトルキャップ約 260個をわざわざ郵送していただきました。生徒

に託す方や学校に持参される方もおられ、地域社会の皆様に支えられて、生徒会の活動を進めています。

学校近くの道路・公園をクリーンアップ

12月 22日（火）の午後、今年も日新中学校区健全育成事業として「クリーンアップ大作戦」を行い、本校生徒会の

美化委員が中心となり、有志生徒・教員、小・中学校の有志保護者の140名余りで、毎朝掃除している本校西側の道

路に加え、橘公園や市役所付近及びＪＲ沿線道路等を清掃しました。ご協力ありがとうございました。

生徒の表彰

兵庫県中学校総合文化祭 書写部門 【特選】 今別府楓音（２年） 【入選】 今別府穂楓（３年） 直島萌華（１年）

兵庫県中学校総合文化祭 美術部門 【特選】 長岡空我（３年） 【入選】 田中麻冴（３年） 阪本麻衣（２年）

中学生・高校生の「税の作文」 【尼崎租税教育推進協議会会長賞】 小松亜未（３年）

【尼崎納税貯蓄組合連合会会長賞】 永田萌菜（３年）

尼崎市中学校読書感想文コンクール 【準特選】 徳田百華（３年）

尼崎市陸上競技選手権大会 男子 走幅跳 【第１位】 亀井公平（２年）

【お詫び】前号配布分の中に、大田本祐季、植木湧太、西村彩花（いずれも 2年）の名前表記が誤っているものがありました。

学力向上アクションプラン（6） ～インターネット利用で自学自習～

尼崎市立中学校生徒がいつでもインターネットを利用して自学自習を進められるプログラム「ラインズ e ライブラリア

ドバンス」を市教育委員会が導入した昨年末以降、本校の放課後自習教室「チャレンジ・アフター・スクール」もコンピ

ュータ教室で行っています。小学校で学習する内容から高校入試の過去問題まで、様々なレベルの問題が用意され

ており、各生徒が自身の習熟度に応じて、問題を選んで取り組むことができます。

今年度（4月～12月 21日現在）の利用回数や時間が比較的多い生徒（各学年 3名）を紹介します。

1年 木村憲和（206回・236分） 杉谷美琴（215分） 阿部琴葉（106分）

2年 奈良龍我（78回・150分） 赤尾雄大（109分） 井手文哉（71回）

3年 大西肇（200回・500分） 小林純奈（90回） 相田美咲（132分）



校長講話の振り返り

人権尊重のキーワード「リスペクト」と「フェア」 ～一人ひとりが認められている学級か～（12 月 7日）

（1年） サッカーの話は知らなかったけれど、「存在が認められることで人権が認められる」といった言葉は、

確かにそうだなと思った。｢人権｣というと難しく感じるけれど、そういう身近なところから考えて

いこうと思った。

（2年） トライやる・ウィークで私は幼稚園に行ったのですが、幼稚園児が思いっきり遊んだり喋ったりす

ることができることは人権が尊重されているということなんだなと思いました。小さなうちから皆

が人権を尊重されていれば、大きくなっても他人の人権を尊重できるようになるのかもなと思いま

した。

（3年） ●私は少し変わった声だし、全然しっかりしていないこともあって、いじめられていたときがあり

ました。その時は本当につらくて、泣きながら学校へ行っていたときもありました。私は「なぜそ

んなことをするのだろう。」と思っていました。それは、クラスが人権を尊重していなかったからだ

ったんだなと思いました。だから、これからはそんなことがないように、入ったクラスを人権が尊

重されるクラスにしたいです。

●「リスペクト」という言葉を聞いて、意味は本当に素晴らしいと思いました。人間のするべきこ

とを全てふくめた意味だと思いました。先生や先輩だけでなく、後輩のいいところも認め合うとい

うところに感動しました。これからリスペクトを忘れずに生きていこうと思いました。

１月の予定 CAS＝チャレンジ・アフター・スクール（放課後自習教室）
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２月の主な予定

１０日（水）～ 私立高校入試 １４日（日） 公立高校推薦・特色 面接・適性検査、 多部制Ⅰ期 入試

１９日（金） 公立高校推薦・特色・多部制Ⅰ期 合格発表

２４日（水）～２６日（金） １・２年学年末テスト、 公立高校願書受付 ２５日（木）～２６日（金） ３年学年末テスト

2 学期終業にあたって（終業式式辞要旨）

今学期、全学年が文化活動と福祉体験活動に取り組み、さらに１年は芸術、２年は職業や福祉に関する活

動を学校外で体験した。校長からの冬休み課題は「いのちの重みを知る『おとな』に近づくこと」だ。

第一に、生命を守ること。夜型生活で健康を崩しやすい。集中力不足で事故や犯罪が多い。生命に関わる

軽はずみな行動をしないこと。目標と計画を定め、先を読み、危険を予測し回避できる行動を取ること。

第二に、家族や祖先など自分の命がつながる人を想い、自分の生き方を考えること。文明を超える自然の

力を知り、命の重みを思い、謙虚な気持ちで今後の生き方を考え、志や目標を立てる。学業だけでなく、掃

除等の家事、あいさつに励むなど、『おとな』になるための力を付けよう。

3 学期は 1月 7日（木）に始まります。良い新年をお迎えください！


